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大和川河口域の水と底質におけるヒ素の挙動と濃集過程

Arsenic concentration due to the phytoplanktonic activity in the estuary sediments of
Yamato River, Osaka Prefecture
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　大阪平野を中心とした地下に分布する鮮新・更新統の地層である大阪層群は堆積物中に局所的にヒ素含有地

下水が出現することがある（たとえば、大阪府、1998；丹羽、2000 など）。大阪層群では、挟在する海成粘土層が

淡水成堆積物より高濃度のヒ素を含有している（たとえば、殿界・三田村、1996；益田・三田村、1998；佐藤、2002）。

これらの海成粘土層が地下水中へのヒ素の供給源である可能性は高い。しかし、海成粘土層がなぜ淡水成堆積物よ

り高濃度のヒ素を含有するのかについては、適切な説明がない。

　ヒ素は河口域で濃集することが知られており、大和川河口でも観測できる可能性が高いと推定されたので、

本研究では、大阪湾に流入する大和川の河口域で河川水と海水、それらと接触する表層堆積物を採取し、ヒ素と関

連化学成分の分析を行った。ヒ素は生物濃集元素であり、表流水中では植物プランクトンと調和的挙動をすること

が知られている（たとえば、Sanders、1985；Sohrin et al., 1997 など）。海水と淡水の境界面の存在は、プラン

クトンの活動を検討する上で重要と考えられた。そのため、プランクトンの発生の盛んな 8月と、生物活動が衰退

する 10 月に、海水が最も上流まで遡上する大潮の日と時間を選んで採水を行った。また、結果に基づいて、ヒ素

が堆積物中に濃集する過程を考察した。

  試料は、大阪南港・かもめ大橋（大阪市住之江区南港南付近）の南側から大和川大橋（大阪市住之江区北島

付近）までの全長６ｋｍの区間で採取した。採取は８月と１０月の２回行い、８月は６地点、１０月は８月と同じ

地点を含めた１３地点から採水と採泥をした。

採水は、河床までの水深を３等分して、それぞれの深度で採水し、採水と同時に堆積物も採取した。水試料は

主成分とクロロフィルａおよび溶存態ヒ素、堆積物は総ヒ素濃度の分析をそれぞれ行った。

　分析の結果、河川水中の主成分組成は、多くの無機塩類が河口域から上流に向かうにしたがって低下する。

塩化物イオン濃度から換算した海水混合比からかもめ大橋付近を原点に 8月は 2,500～3,500m 区間、10月は 3,000

～3,500m 区間で急激な組成変化が起こり、いわゆる塩水くさびを形作っている。塩水くさびの先端部で水中の溶

存ヒ素は、ろ過せずに塩酸処理を施した試料の方が、ろ過のみ行ったものより高濃度となる現象が 10 月に見られ

た。このヒ素濃度に付随して水中の総鉄も高濃度を検出した。酸可溶性ヒ素は懸濁物質などの粒子に吸着し、濃集

することを示している。堆積物中の海水－淡水境界部のヒ素の高濃度のピークは８月に観察され、このピークの位

置は、10月に河床付近で高濃度のヒ素を含有する水が出現した位置とほぼ一致している。10 月の局所的な水中の

高濃度ヒ素は、堆積物中に固定されたヒ素が水中に溶出するのに時間的なずれがあるものかもしれない。

　また、クロロフィルａの濃度は、たとえば 8 月については採取深度によらず、最高濃度は 60ppb を超える。

最高濃度を示す位置は採取深度により異なり、表層水では河口に近い 1,000～1,500m 付近で最大濃度であるが、中

間層の試料では 2,000m 付近、河床付近の試料では 2,500m 付近に最大濃度がある。この最大濃度の位置は、溶存す

る塩化物イオン濃度と対応している。すなわち塩化物イオン濃度がそれぞれの深度で急変する、海水－淡水の境界

（塩水くさび）あたりに最大濃度が見られる。表層水中での植物プランクトンはヒ素循環に重要な役割を果たす。

本研究では、ヒ素の形態分析を行っていないので、生物活動との具体的な関係は不明である。一方で、クロロフィ

ルａとヒ素濃度の明瞭な関係は、本調査地域でも植物プランクトンがヒ素濃集に積極的に関与する可能性を示唆す

るものである。


